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はじめに
　本書は月刊I/Oに2020年3月号から2026年4月号まで連載された「I/O年代記」を
元に、パソコン（マイコン）が誕生した1974年からコモディティ化した1993年までの
18年間の出来事を振り返るものです。
　米国西海岸のカウンター・カルチャーを土台とした自然発生的なコミュニティから
ベンチャー企業が誕生し、株式公開（IPO）で優良企業の一角を占めるまで成長する様
はまさにアメリカン・ドリームを体現したものですが、経営者に求められる資質の変
化が創業者の居場所を奪い、停滞した企業は市場から退出していきます。
　一方、日本では伝統的なメーカーから社内ベンチャーに近い形で「マイコン・キット」
が発売されるも、米国でのパソコンの成功を目の当たりにすると情報処理製品群（ポー
トフォリオ）の戦略商品として熾烈な販売競争が繰り広げられますが、横並び意識が
強いメーカーの中でパソコンは製品仕様の自由度を失います。
　本書では日米それぞれの流れをI/Oの記事で振り返ります。当時記事で予見した方
向性は今日振り返ると必ずしも正確ではないかもしれませんが時代の熱気を感じさせ
てくれます。
　本書から読者のみなさんがそれぞれの「年代記」を思い浮かべて頂ければ幸いです。

2026年8月
著者　山崎仁史

　さまざまな技術や製品の登場とともに、コンピューターは大きく姿を変えてきまし
た。月刊I/Oも、その時々に登場した新しい製品や技術、そしてそれを取り巻く人々
の動きを記事として伝えてきました。
　当時を知る方には、かつて使った機種や出来事を懐かしく思い出していただければ
と思います。そして、知らない方には、「こんなコンピューターがあり、こんな時代
があったのか」と、現在につながる技術の歩みに思いを馳せていただければ幸いです。
　この一冊が、日本のパソコンが歩んできた時代を振り返る、小さな記録となること
を願っています。

工学社　代表取締役　星陽平
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1974-79年
黎明

‒ 自作マイコンからメーカー製パソコンへ

　1974年に米国でマイコンキットAltair 8800が発売
され日本でも一部のホビイストがマイコンに注目します。
一般には縁遠い海の向こうの話は ｢トレーニングキット｣
TK-80（NEC）の発売（1976年）で一変。ハンダ付
けだけで動作する半完成品の登場でホビイストがマイコ
ンの大きな可能性に気づきます。

　1977年には米国でAppleⅡ（Apple Computer）、
PET 2001（Commodore International）、TRS-80

（Tandy）、翌年には日本でベーシックマスター（日立）、
COMPO BS/80（NEC）、MZ-80K（SHARP）が発売。
日米「御三家」によるパソコンの時代が始まります。

年代記
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Altair 8800 – 1974年12月
　1974年12月、米Micro Instrumentation and Telemetry Systemsが Intel 
i8080採用のAltair 8800を発売（$3,95、組み立てキット）。スイッチ入力、
LED表示と入出力は限定的でしたが拡張スロット（S-100バス）を備えた柔軟性が評
価されます。

Apple I – 1976年7月
　1976年7月、米Apple ComputerがApple Iを発表。CPUに米MOS Tech
nology のMOS 6502（1MHz）を採用。基本部品が実装済みの半完成品の手軽さ
に加えQWERTYキーボード、TV出力（40桁×24行白黒文字表示）と使い易いI/F
が注目を集めます。

TK-80 – 1976年8月
　日本でもNECが半完成品のTK-80（Training Kit μCOM80）を発売。i8080
互換μPD8080A（2MHz）、16進キーボード、8桁7セグメントLED。翌月には
秋葉原の旧ラジオ会館7階にサービスセンターBit-INNを開設。サポート拠点、情報
交換のサロンとして長く利用されます。

I/O創刊 – 1976年11月
TK-80をきっかけに学生・技術者のサークルでマイコンの最新動向や機能拡張の情

報交換が活発になります。ホビイスト向け情報誌が渇望される中「ホビー・エレクトロ
ニクスの情報誌」として1976年11月25日に I/Oが創刊。本文31ページにTVへの
英数文字表示ボード製作、最新CPU Z80の解説、マイコン用パーツ店の紹介「あきは
ばら地図（まっぷ）」と多彩な記事を掲載。同記事は「I/Oまっぷ」として2024年1月号
まで掲載されました。

年代記

ホビー・エレクトロニクスの情報誌
001



9001　ホビー・エレクトロニクスの情報誌

マイコンキットの組み立て
Altair 8080 人気は多くの互換機を生み

出しましたが、その多くが半完成品で出荷さ
れたこともありユーザは初期不良や不安定な
動作に悩まされます。創刊3号では当時人気
のAltair 8080互換機 IMSAI 8080の組立
手順を掲載。配線の不具合を修正するパター
ンカットの方法を説明しています。

入出力デバイスの制作
　TK-80 に QWERTY キーボードと TV 出力
ボードを接続し 64 × 32 ドット 4 色画像を
TVに表示します。

CPUの選択
　i8080以外の様々なキットが発売されます。
米 Motorola（現 NXP semiconductors）
MC6800は洗練された命令セットからソフト
ウェア指向のホビイストに好まれます。米
National Semiconductor（NS）のSC/MP

（スキャンプ）は1チップに機能がまとまったコ
ンパクトさからハードウェア指向のホビイスト
に支持されます。

　創刊当時、技術者向けのマイコンの販売が
始まり製品としてのパソコンはまだありません。
ユーザはハードウェアの知識を持ち、問題は
自分で解決していました。電子工作の延長に
近い状況は翌年、米国で「ホームコンピュータ」
が登場して一変します。

▲I/O創刊号表紙・目次(1976年11月号)

▲�「あきはばら地図」と「I/Oバザール」
(1976年11月号)

▲�カラーグラフィック・ディスプレイをつくろう
（1977年10月号）

▲�IMSAI 8080の製作
（1977年1月号）

▲�SC/MPキット改造もの
がたり（1977年6月号）
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1992年
コンパックショック

　高性能DOS/V機が手に届く価格で次々に登場。10
月には米コンパック（当時）も参入し消費者が「世界標
準 機」の 利 点 を 実 感 し ま す。一 方 Macintosh は
System 7.1日本語版が発売。日本のユーザがSystem 
7で大幅に強化された動作環境に初めて触れ人気を博し
ますがMotorolaのCPU開発の停滞から上位機種を展
開できない状況が続きます。
　NECはPC-9821シリーズの原型となるモデルを発売。
98市場の延命に社運を賭けます。



194 1992年　コンパックショック

デスクトップ機
　世界的な資材調達で低価格を実現します。

プロサイド JD1994SX-20/50
i486SX/DX（20/50MHz）、RAM 4MB

（ 3 2 M B ）、2 0 / 2 0 0 M B H D D（ 最 大
200/512MB）、SVGA、AT×5＋XT×1
スロット、21.9/44万円。ソード創業者設立
のベンチャーがPC/AT機をDOS/V機として
発売。HDD非搭載のPC-9801FA2（45.8
万円）に対しHDD内蔵の本機は20万円超も安
く市場に強い印象を残します。

プロサイド JD-1991-ROCK25
　低価格機でもPC-9801FS5（39.8万円）よ
り20万円以上安くPC-9801を圧倒します。

▲速報！DOS/V対応486マシン（1992年7月号）

▲速報！DOS/V対応486マシン（1992年7月号）

年代記

DOS/V
001



195001　DOS/V

リンク Tiny Pro486SX/DX
　i486SX/DX（20/33MHz）、RAM 4MB

（16MB）、SVGA（1024×768ドット16
色）、3.5”FDD × 1/2、AT スロット× 2、
22.8/28.8万円の省スペース機です。

リンク Tiny 620/650
　V30/i80286（10/12MHz）、RAM 
1MB（4MB）、CGA/VGA、3.5”FDD×1～
2、40MB HDD内蔵可能、英語DR-DOS 5.0

（ROM・620）、10.8/12.8万円、FDDサイ
ズの超小型機です。

DEC DECpc325sxLP
　価格競争から安価な AMD 製 CPU を採用、
その後i486DX2（内部周波数50MHz）の高
性能機までラインアップを拡充します。

▲速報！DOS/V対応486マシン（1992年7月号）

▲�NewMachine 超小型デスクトップ・
パソコンTINYシリーズ（1992年4月号）

▲�New Products DECpc325sxLPデスク
トップ（1992年8月号）
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